旧法第１条第１項「著作者はその著作物を複製するの権利を専有す」

旧法は、以上の文言だけで著作財産権のすべてを網羅する。しかし、今で言う頒布権が無かったわけではなく、現行法が複製の定義を「有形的に再製すること」としているのと違い、旧法に言う複製に頒布が含まれていた。曰く、「『複製』とは、著作物の内容および形体を公知せしめる一切の行為を言う」
旧：旧法に言う複製権とは、新法に言う複製権と頒布権が合わさったもの。

ということは、当然内容によって消尽するものと消尽しないものがあったはず。たとえば、上演権は譲渡できないから消尽しない。
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複製(旧法のものでの広義の複製)





無形的複製


放送、演奏、上演、





有形的複製


録音、録画、印刷、複写、写真





以上のことからすると、むしろ頒布権が消尽するのは自明のことで、また、消尽しない頒布権を例外的に認めたのが映画の著作物であるということになる。





頒布権の入った複製権・・・譲渡権が最近の改正まで映画以外に認められていなかったのは、頒布権に関して著作人格権で対応できていたからではないか？


人格権は旧法にはなかったから、頒布権の役割が、新法では人格権に移った、だが対応できないことが判明して財産権に譲渡権をまた入れた、と考えることはできないだろうか。





複製権





頒布権





小畑真一　「複製権、頒布権、貸与権」より。





出版権








